
（３）平成２３年（２０１１）３月１日号

　昨年の『広報いんざい』12月
15日号で、「協働による不法投
棄物撤去事業」として、民有地
における不法投棄物の撤去につ
いて、市から市民のみなさんへ
協力を呼びかけました。この事
業は、民有地における不法投棄
物を町内会・学校保護者会など
の地元組織のみなさん、委託業

者、市との協働で撤去し、再発防止策を実施することで、各
地区での不法投棄問題の解決を進めることを目的とするもの
です。
　『広報いんざい』での呼びかけの結果、2月14日の時点で、
4地区5回の撤去作業を実施することができました。
　造谷（1月29日）では約5ｔ、松崎（1月30日）では約
10ｔ、師戸（2月3日、7日）では約27ｔ、平賀・平賀学
園台（2月13日）では約9ｔの不法投棄物を撤去しました。
わたしも平賀・平賀学園台での作業に、わずかな時間参加し
ましたが、一日で拾い尽くせるか不安がよぎるほど冷蔵庫、
オートバイ、古タイヤなどさまざまなものが無尽蔵に捨てら
れている状況でした。また、不法投棄物の中には、動物の死
骸（しがい）がまとまって捨ててあるなど、予想以上に悪質
な状況であることが分かりました。　
　今後も、各地区の民有地における不法投棄物を町内会・学
校保護者会などの地元組織のみなさんや、広く市民のみなさ
んと市との協働で解決を進めたいと考えています。
　行為者が判明しない不法投棄は、土地所有者もしくは土地
管理者がその解決に当たることが原則となりますが、現実的
な問題として不法投棄物の処分費用などが支障となっており、
解決が困難になっています。そして、不法投棄物の放置は、
新たな不法投棄を呼び込むといった悪循環を招きます。不法
投棄物によっては有害物質の漏出などによる深刻な環境汚染
が懸念されます。このような状況を生み出さないためにも、
第一にはこまめに自分の土地を監視し、適切な管理をするこ
とをお願いするとともに、市としてもパトロールや監視カメ
ラの設置などの防止対策を講じていきたいと考えています。

広報いんざい市長室
山 﨑 山 洋
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次
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
寄
付
金
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
意

向
に
沿
っ
た
か
た
ち
で
ま
ち
づ
く

り
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
（
順
不

同
・
敬
称
略
）。

【
寄
付
金
】▼
ア
ロ
マ
を
楽
し
む

会
（
原
山
）
▼
印
西
市
舞
踊
連
盟

会
長
吉
岡
け
い
子
（
大
森
）
▼
ゆ

ず
り
葉
の
会
代
表
伊
藤
雅
子
（
大

森
）
▼
北
総
鉄
道
株
式
会
社
（
鎌

ヶ
谷
市
）
▼
稲
阪
光
代
（
大
森
）

▼
印
西
市
歌
謡
連
合
会
会
長
齋
藤

政
雄
（
木
下
）
▼
合
同
会
社
印
西

農
産
物
直
売
所
（
草
深
）
▼
中
込

多
実
子
（
内
野
）

【
物
品
】
▼
大
森
幼
稚
園
卒
園
対

策
委
員
▼
高
花
保
育
園
　
年
度
卒
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園
対
策
委
員
・
父
母
の
会
▼
日
本

医
科
大
学
看
護
専
門
学
校（
鎌
苅
）

　
子
ど
も
た
ち
に
、
政
治
・
選
挙

へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、

毎
年
行
っ
て
い
る
「
明
る
い
選
挙

書
き
初
め
」（
印
西
市
選
挙
管
理
委

員
会
・
印
西
市
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
主
催
）
の
入
賞
者
が
決
定
。

　
各
小
・
中
学
校
か
ら
1
街
4
5

5
点
（
小
学
生
の
部
1
街
1
3
3

点
、
中
学
生
の
部
3
2
2
点
）
も

の
応
募
が
あ
り
、
厳
正
な
審
査
の

結
果
、
金
賞
9
点
、
銀
賞
　
点
、
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銅
賞
　
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

27

　
金
賞
を
受
賞
し
た
み
な
さ
ん
は
、

　
印
西
市
立
公
民
館
の
開
館
日
お

　
市
で
は
、
毎
年
1
月
　
日
の
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「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
に
合
わ
せ
、

文
化
財
防
火
訓
練
を
実
施
し
て
い

　住民登録は、氏名、生年月日、性別、
住所、世帯主との続き柄などが記録され、
住民票や転出証明書の発行、小・中学校
の就学、選挙人名簿の登録、国民健康保
険、国民年金などの各種行政サービスの
基礎となるもので、これらの行政サービ
スを確実に受けられるようにするため、
引っ越しなどで住所を移した人は、住民
登録の届け出を速やかに行ってください。
　なお、正当な理由がなく届け出をしな
いときは、過料を科せられる場合があり
ます。
架市民課住民記録班（緯内線234・237）。

▼
平
成
　
年
度
大
森
保
育
園
卒
園
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対
策
委
員
・
父
母
の
会
▼
陶
芸
の

会
4
班
▼
中
央
駅
前
公
民
館
利
用

団
体
懇
話
会
陶
芸
の
会
▼
板
倉
三

郎
（
大
塚
）
▼
珂
日
本
デ
キ
シ
ー

▼
森
川
浩
美
（
高
花
）
▼
印
西
市

植
木
組
合
▼
小
野
沢
牧
子
（
神
奈

川
県
相
模
原
市
）
▼
小
林
北
小
学

校
創
立
　
周
年
記
念
事
業
実
行
委
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員
会
▼
岩
井
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

岩
井
力
（
高
花
）
▼
ほ
り
え
歯
科

医
院
・
堀
江
恭
一
（
結
縁
寺
）
▼

笠
井
み
つ
（
師
戸
）
▼
小
倉
台
小

学
校
創
立
　
周
年
記
念
事
業
実
行

20

委
員
会
・
印
西
住
宅
自
治
会
・
ネ

オ
ッ
ク
ス
自
治
会
・
フ
ァ
ー
ス
ト

ス
ク
ウ
ェ
ア
ー
小
倉
台
自
治
会
・

セ
カ
ン
ド
ス
ク
ウ
ェ
ア
ー
小
倉
台

自
治
会
・
サ
ー
ド
ス
ク
ウ
ェ
ア
小

倉
台
自
治
会
・
ア
ビ
ッ
ク
　
自
治
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会
・
ト
リ
ア
ス
自
治
会
。

胸各公民館の開館日・開館時間など胸

休館日夜間開館日・時間開館日
時間電話番号公民館名

月
曜
日
・
国
民
の
祝
日
（
振
り
替
え

休
館
有
り
）・
　
月
　
日
～
1
月
4
日

12

28

午
後
5
時
　
分
～
9
時
　
分

30

30

水・土曜日火
～
日
曜
日
・
午
前
9
時
～
午
後
5
時

碓42 2911中央公民館

水・土曜日碓46 5111
中央駅前公民館

（中央駅前センター内）

水・土曜日碓97 0003
小林公民館

（小林コミュニティプラザ内）

水・土曜日碓45 3800
そうふけ公民館

（ふれあい文化館内）
木・金曜日碓98 0427印旛公民館

火・木曜日碓97 2011
本埜公民館

（旧本埜ふれあいプラザ）

※１．印旛公民館と本埜公民館は、開館日に変更があります。
※２．夜間開館は事前に使用許可を受けた団体への委託業者による鍵の
　　受け渡しのみとなるため、通常業務は行っていません。
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次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

【
小
学
生
の
部
】

1
年
…
白
澤
航
成
（
小
林
北
小
）

2
年
…
蓮
見
香
奈
（
本
埜
第
二

小
）

3
年
…
足
澤
日
希
（
小
林
北
小
）

4
年
…
江
村
ま
り
な
（
内
野
小
）

5
年
…
山
田
大
貴
（
滝
野
小
）

6
年
…
坂
本
壮
（
小
倉
台
小
）

【
中
学
生
の
部
】

1
年
…
中
神
和
也
（
小
林
中
）

2
年
…
村
上
悠
（
木
刈
中
）

3
年
…
齋
藤
藍
（
小
林
中
）

 力
作
ズ
ラ
リ
、
入
賞
者
決
ま
る

～
明
る
い
選
挙
書
き
初
め
～
 

瀧
水
寺
で
文
化
財
防
火
訓
練

瀧
水
寺
で
文
化
財
防
火
訓
練
 

ま
す
。

　
本
年
度
は
去
る

1
月
　
日
、
滝
区
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に
所
在
す
る
瀧
水

寺
薬
師
堂
の
木
造

金
剛
力
士
像
（
県

指
定
文
化
財
）、薬

師
如
来
立
像
（
市

指
定
文
化
財
）
を

対
象
に
、
印
西
消

防
署
本
埜
分
署
や

地
元
消
防
団
の
ほ

か
、
地
域
住
民
も

参
加
し
て
、
通
報

訓
練
、
初
期
消
火

訓
練
、
放
水
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

架
生
涯
学
習
課
文
化
班
（
緯
碓98 
1

1
2
0
）。

平成22年平成22年度度
　
印
西
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
委
員
の
田
口
奉
子
氏（
発
作
）

と
大
谷
し
よ
う
子
氏（
木
刈
）に
、

千
葉
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合

会
理
事
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ

 田
口
奉
子
氏
と
大
谷
し
よ
う
子
氏
が

千
葉
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

理
事
長
表
彰
を
受
賞
 

大谷氏（左）と田口大谷氏（左）と田口氏氏

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
鶏
肉
や
鶏
卵
を
食

べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
に
感
染

し
た
と
い
う
事
例
の
報
告
は
世
界

的
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
発
生
し
た
場
合
に
、
鶏
や
鶏
卵

を
移
動
制
限
す
る
の
は
、
付
着
し

た
ウ
イ
ル
ス
の
運
搬
に
よ
っ
て
発

生
が
拡
大
す
る
の
を
防
止
す
る
た

め
で
あ
り
、
食
品
衛
生
上
の
措
置

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
鳥
が
死
ん
で
い
る
か
ら

と
い
っ
て
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
直
ち
に
疑
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

鳥インフルエンザ
正確な知識で
正しい対処を

住民登録は正しく行われていますか

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
国
民
健
康
保
険

事
業
の
発
展
に
多
年
に
わ
た
り
貢

献
さ
れ
た
両
氏
の
功
績
を
た
た
え

る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
お
二
人
は
現
在
も
、
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
と

し
て
、
印
西
市
に
お
け
る
国
民
健

康
保
険
の
健
全
な
運
営
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

よ
び
開
館
時
間
は
、
4
月
1
日
か

ら
左
上
表
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

　
ご
利
用
の
際
は
、
利
用
す
る
各

公
民
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

 公
民
館
の
開
館
日
な
ど
が
変
更

ス
に
か
か
っ
た
鳥
は
、
原
因
が
分

か
ら
な
い
ま
ま
鳥
が
連
続
し
て
死

ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
な
い
限
り
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
を
心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
日
常
生
活
に
お
い
て
は
、
野
鳥

観
察
な
ど
通
常
の
接
し
方
で
は
、

人
間
に
感
染
し
な
い
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
正
し
い
情
報
に
基
づ

い
た
、
冷
静
な
行
動
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

※
同
じ
場
所
で
た
く
さ
ん
の
鳥
が

死
亡
し
て
い
た
ら
、
左
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

架
千
葉
県
自
然
保
護
課
鳥
獣
対
策

室
（
緯
0
4
3
―
2
2
3
―
2
9

7
2
）、
市
農
政
課
農
政
班
（
緯
内

線
3
7
1
・
3
7
2
）。

鳥インフルエンザ


